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教
員

●

日
本
語
の
空
間
表
現

一

「空
間
」
と
日
本
語
研
究

日
本
語
の
歴
史
的
研
究
は
、

個
々
の
研
究
者
が
、

「日
本
語
」
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、

そ
の

「日
本
ユ
理

の

「空
間
」
（時
間
を
含
め
）
と
い

う
も
の
を
、

い
つ
の
時
代
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
範
囲
と
し
て
考
え
て
い

る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
様
相
を
示
す
。

言
語
史
研
究
上
は
、

文
献
資
料
そ
の
も
の
が
時
代
も
地
域
も
第

一
義

的
に
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、　

一
見
見
え
る
。
し
か
し
、

中
央
の
文
献

資
料
の
み
に
よ
る

「国
語
史
」
を
い
ま
別
と
す
れ
ば
、

言
語
史
研
究
と

し
て
は
、

資
料
が
示
し
て
い
る
言
語
地
域
を
ど
の
範
囲
と
と
ら
え
る

か
、

時
代
毎
の
地
域
差
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
個
々
の
研
究
者
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、

そ
れ
は
古
い
日
本
語
の
問
題
で
も
同
様
で
あ

地
名
と
日
本
語
―
丑
旨
昌
間

安
部
清
哉

る
。
ま
た
、

少
し
極
端
な
例
の
方
を
挙
げ
れ
ば
、

世
界
的
言
語
史
研
究

で
、　

一
部
の
説
で
は
あ
れ
、

文
献
資
料
の
年
代
を
湖
っ
た
拡
が
り
を
も

考
察
対
象
と
し
て
い
る
説
が
あ
る
こ
と
に
も
、

そ
の
よ
う
な
研
究
者
の

視
点
や
立
場
、

学
界
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
左
右
す
る
一
面
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
議
論
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
割
愛
す
る

が
、

言
語
史
研
究
が
対
象
と
す
る
空
間
把
握
で
は
、

「地
理
的
範
囲
」

「時
間

（年
代
こ

の
ほ
か
、

そ
の
範
囲
の
拡
大

・
縮
小
な
ど
の

「方
向

性

（ベ
ク
ト
ル
と

も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
明
確
な
視
点

設
定
、

つ
ま
り
は
意
識
的
理
論
的
把
握
が
必
要
か
つ
有
効
で
あ
る
。

本

稿
で
は
、

日
本
語
史
研
究
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
視
点
の
再
検
討
の
必
要

性
を
、

具
体
的
事
例
に
よ
っ
て
示
し
て
み
た
い
。
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一一

「空
間
」
把
握
と
地
名
解
釈
１
１
ア
ツ
マ
と
サ
ツ
マ
（図
１
）

ア
ヅ
マ
吾
妻
と
サ
ツ
マ
薩
摩
と
い
う
、

古
代
史
に
も
関
わ
る
２
つ
の

地
名
の
語
源
は
、

各
々
ツ
マ
端
を
共
有
す
る

「後
端

・
前
端
」
と
い
う

対
義
語
の
変
化
形
と
解
釈
さ
れ
る

（安
部
心
８
絡
・
さ
８
あ
）。

①

ア

ヅ

マ

　

い
ａ
Ｎ
Ｆ
日

い
↑

”
ｓ
ａ
ｓ
Ｅ
母

Ｄ
↑

Ｄ
Ｆ
ａ
Ｆ
日

的
↑

”
ｐ
ｇ

Ｓ

ｐ
↑

や
付
市
●
Ｓ

ｐ
↑

い
ヽ
ｏ

・
市
Ｆ
日

い
　
（名
峰
艦
∪

②

サ

ツ

マ

　

リ
単

誓

日

”
↑

留

ｇ

Ｓ

い
↑

督

吾

●
日

Ｄ
↑

留

蚕

・
ご

日

い

（前
端
）

古
代
史
に
詳
し
い
方
に
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
の
で
、

こ

の
対
の
地
理
的
関
係
に
つ
い
て
拙
論
で
は
特
に
説
明
を
付
さ
な
か
っ

た
。

そ
の
後
、

そ
の
関
係
が
理
解
し
や
す
い
図
１
を
得
た
の
で
、地

理
的

空
間
把
握
が
地
名
話
源
解
釈
と
関
わ
る
事
例
と
し
て
挙
げ
て
み
た
い
。

図
１
の
九
州
北
部
か
ら
畿
内
ま
で
の
空
間
を
中
央
の
軸
と
見
る
と
、

九
州
南
部
と

「三
関
」
以
東
の
東
日
本

（あ
る
い
は
、

図
１
の
よ
う
に
東

北
以
北
―
―
周
知
の
よ
う
に
ア
ヅ
マ
の
範
囲
は
歴
史
的
に
こ
の
間
で
変
遷
す

る
）
と
は
、

そ
の
中
央
地
域
か
ら
見
て
中
央
支
配
の
遅
れ
た

「両
端
」

に
位
置
す
る

一，時
代
」
が
あ
っ
た
。

南
九
州
が
サ
キ
で
東
が
ア
ト
と
い

う

「方
向
性

ミ

ク
ト
ル
と

に
は
、

九
州
か
ら
機
内
へ
と
い
う
上
層

階
層
の
何
ら
か
の
史
的
前
後
関
係
の
意
識
な
い
し
史
実

（例
え
ば

「畿



苺  も

恥 メ

Map2(図 2)
M O n S 0 0 日A s t a  R e g i O n & C e n t r a i  C l i m g t e  L i n e  i n  M o n s o o n  A s  a

キ ′〔

導
~ r ‐ '    ■

軽

、熊

‐/bヽ
イヽぃX、 十 ミ

内
東
遷
）

を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（大
陸
や
半
島
部
を
意
識

し
て
の

″前
後
″
と
見
て
も
よ
い
）。

こ
の
語
源
解
釈
の
適
否
は
置
く
と
し
て
も
、
こ
の
例
か
ら
も
、

「時

間

（年
代
工

「地
理
的
範
囲
」
「
ベ
ク
ト
ル
」
と
い
う
弁
別
的
観
点
か

ら
の
空
間
の
分
析
方
法
が
、

地
名
な
り
語
源
な
り
、

ひ
い
て
は
日
本
語

の
新
た
な
解
釈
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の

端
と
中
央
部

（こ
こ
に
朝
鮮
語
Ｓ
，
と
同
源
と
さ
れ
る
河
川
地
形
名
タ
ニ
が

分
布
す
る

（安
部
喜
盟
あ
》

の
二
つ
の
方
言
比
較
は
、
日
本
語
史
研
究

に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

（安
部
Ｓ
８
あ
）。

〓
一　
河
川
地
形
名
と
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
文
化
圏

（図
２
）

二
で
、

両
端
を
除
い
て
、
日
本
語
の
中
央
語
の
行
き
渡
っ
た
領
域
が

あ
る
時
期
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。

次
は
反
対
に
、
日
本
語
の
方

言
の
世
界
が
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
広
い
と
い
う
型
間
を
示
し

て
み
た
い
。

筆
者
は
安
部
さ
需
ヽ
・
＞
”
問
暮
需
ヽ
で
、

日
本
語
史
研

究
の
対
象
と
し
て
、

図
２
の
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア

（Ｍ
Ａ
）
の
領
域

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
範
囲
に
は
、

河
川

地
形
名
の

″方
言
″
と
し
て
の
ナ
イ

（∧
水
Ｓ
す
０
し
や
類
別
詞
が
分

布
す
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、

次
の
よ
う
な
文
化
人
類
学
的
諸
特
徴

が
一
様
に
分
布
領
域
を
も
つ
こ
と
を

（お
そ
ら
く
世
界
的
に
も
初
め
て
）

9う 地 名と日本語



指
摘
し
た
。

《
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
文
化
人
類
学
的
諸
特
徴
》
（分
布
図
は
安
部

Ｈ
Ｐ
参
照
）

①

「類
別
詞
」
Ｑ
悌
切ふ
ｏあ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
の
分
布
範
囲

②
気
候
区
域
と
し
て
の
工
ｏ
口
ｇ
ｏ
ｏ
卜
り討

③
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
夏
季

（七
月
）
の
降
水
量

一
〇
〇
ミ

リ
以
上
の
領
域

④
ア
ジ
ア
の
命す
ｏ
ｏ
■
目
的
Ｓ
Ｏ
ｒ

（打
製
石
核
石
器
群
）
の
分
布
領
域

⑤
ヤ
ム
イ
モ

（温
帯
種
・
熱
帯
種
）
の
分
布
領
域

⑥
サ
ト
イ
モ
科
の
分
布
領
域

②
酒
類
分
類
に
お
け
る
麹
発
酵
酒
十
唾
液
発
酵
酒
の
分
布
領
域

⑥
ト
ラ
の
本
来
的
生
息
地
域

◎
ア
ジ
ア
の
植
物
区
系

①
中
国
の
農
耕
領
域

①
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
の
源
郷
と
拡
散
地
域

⑫
ハ
ツ
カ
ネ
ヅ
ミ

（キ
ャ
ス
タ
ネ
ウ
ス
型
、

呂
げ
げ
‥ユ
型
を
含
む
）
の
世

界
的
分
布
領
域

こ
れ
ら
の
現
象
に
は
、

Ｍ
Ａ
と
い
う
気
候
を
背
景
と
す
る
共
通
性
が

認
め
得
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
重
な
り
合
い
は
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
相

互
に
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の

範
囲
を

「
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
文
化
圏
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

安
部
基
寵
ヽ
で
は
こ
の
領
域
の
言
語

。
文
化
の
研
究

に
と
っ
て
河
川

（水
源
）
地
形
名
の
研
究
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
こ
で
は
Ｍ
Ａ
中
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語

（Ａ
Ｎ
）
に
確
認
で

き
な
か
っ
た
上
記
ナ
イ
を
補
う
意
味
で
サ
ワ
を
取
り
上
げ
、

Ｍ
Ａ
文
化

国
に
お
け
る
日
本
語
の
も
う

一
つ
の
広
が
り
を
確
認
し
て
み
た
い
。

四
　
サ
ハ

（川
，
潮
沼
沢
湿
地
）
と
ス
ガ

（氷
）
〈表
１
）

―
―
類
型
的
寒
冷
地
意
味
特
徴

河
川
名
と
し
て
の
～
サ
ワ
は
東
に
偏
る
が

（鏡
味
完
二
Ｓ
盟
。

安
部

Ｓ
樹
・ωも
参
照
）、
上
代
文
献
に
あ
り
西
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

東
西

に
広
く
使
わ
れ
る
サ
ワ
は
、

西
に
偏
る
外
来
の
タ
ニ
よ
り
も
古
い
。

河

川
地
形
名
サ
ワ
の
同
源
語
を
近
隣
言
語
に
探
し
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

そ
の
前
に
ま
ず
語
形
変
化
と
し
て
存
在
可
能
な
推
定
候
補
語
形
を
、
日

本
語
内
部
資
料
に
よ
る

「内
的
再
構
成
」
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
事
前

に
列
挙
し
て
み
た
い

（従
来
の
系
統
研
究
で
の
語
形
引
き
当
て
で
は
こ
の

点
が
不
十
分
で
あ
っ
た
）。

サ
ヮ
督
〓
い
は
古
語
と
し
て
サ
ハ
態
ｏ
い
や
母
ｏ
い
の
ほ
か
、

以
下
の

一
連
の
語
形
が
推
定
可
能
と
な
る

（以
下
略
述
、

詳
述
は
別
稿
）。

督
ｕ
的
の
ｋ
ｌ
ｐ
交
替
語
形
と
し
て
＊
留
対
ヽ

こ
の
二
語
形
の
祖
形



と
し
て
＊
哲
汗
電
い
を
再
構
成
可
能

令
気
候
線
」
の
北
ｋ
ｌ
南
ｐ
対
応

∧
＊
営
↓
。

古
く
有
声
無
声
非
弁
別
が
推
定
さ
れ
る
の
で
、
単
留
，
い
、

米
督
崎
い
、
承
留
唱
Ｓ
、

そ
れ
に
現
代
方
言
の
ガ
行
鼻
濁
音
の
併
存
状

況
か
ら
＊
樹
０
い、
＊
留
０
電
い
が
推
定
可
能
。

と
こ
ろ
で
、

上
記
ネ
留
的
い
に
類
似
し
意
味
的
関
連
も
認
め
ら
れ
る

語
に
氷
の
ス
ガ
留
い
い
。
り【将
が
東
北
方
言
に
あ
る
。

川
と
氷
と
で
は

意
味
的
連
環
が
認
め
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

次
の
三
点
か
ら
こ

の
語
形
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。

①
冬
季
長
期
寒
冷
地
で
は
小
川

・
沼
沢
湿
地
は
凍
っ
た
状
態
で
認
知

さ
れ
や
す
く
な
る

（認
知
論
的
解
釈
）。
（川
，
湿
地
の
類
義
話
が
多
い
中

で
サ
ワ
が
特
殊
化
す
る
可
能
性
。

な
お
、

サ
ワ
の
古
い
意
味
は
広
く
小
川
や

沼
沢
湿
地
と
解
釈
で
き
る
。

『日
本
方
言
大
辞
典
』
罷
町
代
別
国
語
大
辞
典
じ

②

一
方
、

「川
↓
氷
」
へ
の
表
現
上
の
意
味
転
換
も
説
明
可
能
で
あ

り
、

類
例
が
あ
る
。

「川

・
沼
が
凍
る
こ
と
」
↓

「水
源

（川
・
沼
）

が
凍
っ
た
結
果
と
し
て
の
氷
」
へ
。

類
似
例
＝
大
地
か
ら
地
震
へ
の
ナ

ヰ
の
意
味
転
換
。

「大
地

（ナ
ヰ
）
が
解
れ
る
こ
と
」
↓

「大
地
が
揺

れ
る
こ
と
そ
れ
自
体
」
へ
。

③
同

一
語
形
が
、

寒
冷
地

（気
候
線
以
北
、

安
部
Ｓ
醤
・〕

で
は
、

南
側
と
は
果
な
る
寒
冷
地
特
有
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
南
北
方

言
の
類
型
的
パ
タ
ン
が
あ
る
。

（表
１
参
照
）

こ
の
水
の
∽Ｆ
的
Ｌ

∽【鳩
は
、

東
北
方
言
の
中
舌
母
音
で
は
４
鳩
、

り厨
い
と
な
り
、

鼻
濁
音
で
留
ｏ
や
、

ｏ【母
、

留
．０

い
、

４
母
と
な
り
、

ま

た

上

記

同

様

＊

り
に
も
電

い
、

本

の
３

電

や
、

米

４

０
電

い
、

＊

４

０
電

い
な

ど

が

推
定
可
能
。

①
フ
キ

（吹
）

②
ユ
キ
ヤ
ケ

③
サ
ワ
・
ス
ガ

同
語
形

【表
１
】
南
北
日
本
方
言
の
気
候
差
に
よ
る
意
味
的
類
型
特
徴

　
｛即
フ
キ
は
安
部
二
〇
〇
三
、

三
参
照
）

風皮
膚
炎
症

水
源
・水
辺

共
通
意
味

（新
焼
）

氷 凍 吹
傷 雪

有 標

北
日
本
的
意
味

（来
冷

神

届

じ

) | 1 日風
,焼

［中
古
に
複
ハ呈
ｍ
フ
プ
キ
が
生
ま
れ
る
］

［雪
の
舟
地
で
の
非
日
常
〕
長
時
間
滞
在
に
よ
る
］

湖
沼
沢
湿
地

標

¨
南
日
本
的
意
味

鉦
■

（非
寒
冷
地
特
徴
）
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ま
た
、

サ
ハ
と
ス
ガ
の
母
音
に
着
目
す
る
と
、

同

一
語
源
で
あ
れ

ば
、

サ
ワ
の
〇
い
０
い
、

ス
ガ
の
Ｏ
」
命
”
６
心
や
や
中
舌
母
音
）
の
第
１
母

音
で
ｕ
・
こ
か
ｉ

・
１
か
ａ
い
ず
れ
か
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
現
れ
る
可
能

性
も
考
え
得

る
。

即
ち
、

一
例

の
み

ｕ
母
音

で
挙
げ

れ
ば
、

十

留
げ
い
、

ネ
リｏ
ｏ
電
い
、
＊
留
９
い
、

米
留
電
い
な
ど
。
さ
ら
に
、

サ
ハ
で

も
ス
ガ
で
も
有
声
音
に
お
い
て
は
入
り
渡
り
の
鼻
音
、

つ
ま
り
、

＊

留
ヨ
げ
Ｌ

本
を
ヨ
げ
”
、
米
４
ヨ
ご

な
ど
が
推
定
可
能
と
な
る

台
■

ョ
崎
）。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、

祖
語
形
と
し
て
、

第

一
音
節
母
音
の
ａ
、
ｕ
、

ｔ
、
ｉ
、
１
を
結
ぶ
母
音
に
仮
に
３
を
立
て
米
む
０
電
的
と
し
て
お
く

（別
案
と
し
て
北
の
ｕ
に
周
圏
論
を
適
用
す
る
と
＊
の，
０
く
い
―
―
ど
こ
を
周

囲
と
見
る
か
も

「方
向
性
」
の
問
題
）。
要
す
る
に
、

現
代
日
本
語
の
サ

ハ
、

ス
ガ
、

シ
ガ
三
語
形
と
日
本
語
史
や
方
言
か
ら

「理
論
的
に
再
構

成
し
得
る
推
定
候
補
語
形
」
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

推
を
特
狸
語
形
　
円
ヨ
路
ｏ
Ｌ
ド
●
い
コ
ｏ
の０
（町
」
）
　

米
りの
０
電
い
　

（ｏ
■

率
のＦ
Ｏ
く
じ

の
い
電
い
、

りい
０
弘

∽い
ｏ
駅

のＦ
的
Ｌ

り【的
い
”
米
の
い
斉
い
、　
＊
脅
津
電
Ｌ

米
り
ｐ
ず
い
、　
＊
り
い
崎
い
、　
＊
り
い
ｍ
電
Ｄ
、　
＊
の
い
０
い
、　
キ
リ
い
０
ヨ
いヽ
、

り
出
ｍ
ｐ
、　

り
中的
い
、　

＊
の
宮
０
い
、　
米
り
】０
い
、　

の
Ｆ…
０
い
、　

の
「０
い
、　

本

り
０
０
電
い
、　
ホ
の
一０
電
い
、　

ネ
リ
０
げ
い
、　

＊
りｏ
Ｏ
電
い
、　
＊
ｏ
●
９
や
、
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∽Ｆ
ヨ
いヽ
、　
＊
りい
ヨ
】げ
い
、　
米
りＦ
日
げ
い
、　
ネ
リ≡
ヨ
げ
い、　
の付ｏ
・

五
　
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
に
お
け
る
小
川
＊
り
占
い
く
（図
３
）

上
記
推
定
語
形
い
ず
れ
か
に
類
似
す
る
語
形
を
Ｍ
Ａ
文
化
圏
に
探
っ

た

（安
部
やＯＰ
・ｅ
。

大
陸
側
に
は
い
ず
れ
も
未
確
認
で
あ
る
が
、

Ａ

Ｎ
に
お
け
る
図
３
の
分
布
が
得
ら
れ
た
。

図
３
を
解
説
す
る
紙
幅
は
も

は
や
尽
き
た
の
で
詳
し
く
は
機
会
を
改
め
る
が
、　

ヘ
ス
ペ
ロ
ネ
シ
ア
祖

語
Ｐ
Ｈ
Ｎ
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
＊
りＦ
Ｏ
営
は
上
記
Ｐ
Ｊ
第
２
案
＊

留
０
電
い
と
酷
似
し
、

な
に
よ
り
図
３
中
の
部
ｏ
い
や
誓
将
【は
、

サ
ハ
・

ス
ガ
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る

（中
で
も
Ｈ
Ｎ
北
方
語
群
に
ｐ
・
ｂ
形
が
あ

る
）。
他
の
推
定
形
が
無
駄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
同
源
可

能
性
が
高
い
語
形
が
実
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

サ
ワ
と
Ａ
Ｎ
と
の
こ
の

同
源
性
を
実
証
し
た
先
行
研
究
は
未
だ
見
出
し
て
い
な
い
。

一Ａ
　
日
本
語
の
多
層
性
と
ひ
ろ
が
り
―
―
ナ
イ
・
サ
ワ
・を
一

地
名
と
河
川
地
形
名
を
例
に
、

範
囲

・
時
期

・
拡
散
方
向
の
異
な
る

日
本
語
の
地
理
的
分
布
の
多
様
性
を
見
た
。

ナ
イ

・
サ
ワ
・
タ
エ
の
拡

が
り
は
、

列
島
内
部
で
も
、

ま
た
、

同
源
と
推
定
可
能
な
近
隣
言
語
で

も
、

三
語
三
様
で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ａ
を
背
景
と
す
る
ナ
イ
、

Ａ
Ｎ

（Ｈ

Ｎ
）
を
背
景
と
す
る
サ
ワ
、

東
ア
ジ
ア
半
島
部
に
同
源
語
を
も
つ
タ
エ

が

（お
そ
ら
く
は
こ
の
順
序
で
）
重
層
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る

（日
本

列
島
に
入
っ
た
時
期
、

今
の
範
囲
に
拡
が
っ
た
時
期
、

「地
名
」
と
し
て
定

着
し
た
時
期
は
各
々
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
）。
カ
ワ
、

ヌ
マ
、

イ

ケ
、

ヤ
チ
が
さ
ら
に
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
略
述
な
が
ら
見
て
き
た
と
こ
ろ
の

″日
本
語
″
の
諸
層
は
、

先
行
の

″定
説
″
や
既
存
の
言
語
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、

ま
た
、

先
入

観
、
″あ
り
得
な
い
″
と
い
う
予
断
、

史
観
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を

一
旦
取

り
払
っ
て
た
ど
り
つ
い
た
初
め
て
見
る

″世
界
″
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え

″日
本
語
の
故
郷

（ふ
る
さ
と
）
は
、
こ
の
Ｍ
Ａ
文
化
圏
に
あ
る
″

か
否
か
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

冒
頭
の
一
文
は
、

こ
こ
に
示
し
た

”Ｍ
Ａ
と
そ
の
中
の
一
部
で
あ
る

日
本
語
“
と
い
う
相
対
化
さ
せ
た
未
知
の

望
ヨ塁
田空
間
〃
に
対
し
て
、

読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
反
応
や
批
判
の
相
違
を
、

意

味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

甲
呂（１

）

のＦ
電
Ｄ
に
は
当
該
地
名
が
見
出
せ
、

そ
れ
は
水
と
氷
に
関
わ
っ
て
特

鞭
播

雅

輸

爾

蟻

悪

講

評

穀

ギ

募

篠

藤
隠

ら
方
言
を
探
す
と
、

「す
わ
　
谷
。

湿
地
。

新
潟
県
佐
渡
」
『日
本
方
言

大
辞
典
』
が
得
ら
れ
、

谷
の
意
は
サ
ワ
の
方
言
と
も
一
致
す
る
。
こ
れ
に
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ょ

っ
て
諏
訪

の
語

源

中
の
，
６
く
い

（湖

が
追

加
）

が
裏

付

け

ら

れ
、　

一
連

の

「内
的
再
槽
法

」

の
妥
当
性

も
裏
付
け
ら
れ
た
。

（２

）

こ
の
我

々

の
理
論

（Ｍ
Ａ
〓
塁
騨
僣
曇
∪

は
、

さ

ら

に
こ
れ
ら

が
特

静
朝
詳
〕中輸
鋭
一晦
綾
だ
鞠
落
鎮
挿
岱嘱
課

節
化

か

ら

は

、

米
留

ｏ
、

＊
暫

へ

求
留

虫

ネ
態

ヽ

ネ
母

が
推

定

可

能

と
な
る
。
こ
の
理
論
的
推
定
語
形
に
よ
っ
て
、

樹
【
（葦
原
・
湿
地
、

ア

イ
ヌ
語
）、
超
【・留

（税
ヒ

＊
水
辺
の
砂
、

中
国
語
、

「沙

（砂
）
と
は

利
判
の
散
石
な
り
。」

ｐ
説
文
し
、
米
留
ヽ
（沼
地
帯
、
「
エ
ミ
シ
ヨ
世

留
い
く
，５

が
、
こ
の
理
論
的
射
程
範
囲
に
入
っ
て
い
る
言
語
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。

（詳
述
別
稿
）

霧

考
文
献
山

（砂
銀
）

関
連
文
献
や
地
図
は
拙
論
や
軍
８
“ミ
ｏ
付
鳩

鞄
築
巽
轡
警
ら』密

の
ｏ
【く
Ｆ

＞

”
田

（
Ｎ
ｏ
ｏ
ω

Ｎ
ヽ
Ｎ
じ

∪

”
」

ｏ
ｏ
Ｌ
ｏ
い
，
／

ｅ

ｉ
ｐ
い
付
討

　

狩
首

↑
Ｆ
『
ｏ
り

ゆ
ヨ
い

０
，切
宮
ユ
げ
Ｆ
ユ
ｏ
停

ｏ
ヽ
一
０
国
ヨ
あ

～
ｏ
「
セ
く
い
命
０
「
０
０
Ｆ
】
ウ
０
り

一
ｐ

」″
切
【
い
コ

努
謎
響
「推
鉾
肢
や中〕ぜ
静
諮
搬
築
韓
評

脳

ｏ
ｈ
Ｆ
“コ
的
Ｅ
”４
の
】

ヨヽ

●
∪
‐河
〇
マ
Ｆ
ヽ
罵
馬
Ｆ
Ｐ
命
【
Ｆ
，

安
部
清
哉

（Ｓ
盟

じ

「日
本
語
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
東
西
対
立
境
界
線

″関
東
・
魁
密
類
解
中生
　
コ
立
正
大
学
国
語
国
文
』
３６

同
　
　
（Ｓ
Ｂ
，∪

「東
西
方
言
の
話
相
と
日
本
語
史
の
課
題
」
『日
本

語
学
』
述
‐５

同
　
　
（Ｓ
８
・じ

「日
本
列
島
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
方
言
分
布
境
界

線

気
握

埜

軍
藻
』
３５

同
　
　
（中ｏ
ヨ

０

「東
ア
ジ
ア

（日
本
語
・
韓
国
語
。
中
国
主
〕

の
河

川
地
形
名
の
偏
在
と
方
言
分
布

・
気
候
と
の
相
関
」
遍
平
団
日
本
摯
宙

含
礎
こ
じ

第
６３
回
學
術
大
會
コ
〔ｏ
８
●島
温
ュ

安
部
清
哉
編

Ｇ
８
Ｐ
〕

『日
本
語
の
方
言
分
布
境
界
線

（関
越
線

・
気
候

線
）
に
よ
る
方
言
の
重
層
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
１３
・
‐４
年

度
科
学
研
究
費
成
果
審
宝
召

坐
黍
放

安
部
清
哉

（さ
８
・Ｓ

「関
東
に
お
け
る
日
本
語
方
言
境
界
線
か
ら
見
た
河

川
地
形
名
の
重
層
と
そ
の
背
景
」
冒
里
ｍ学
』
５４
‐３

甲

記
日
本
稿
は
、

平
成
１５
‐
・７
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（Ｃ
）
（２
）
（課
題
番
号
Ｓ
超
０
や
０典

代
表
者

中
安
部
）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔あ
べ

・
せ
い
や
　
学
習
院
大
学
教
授
〕



博
に
帽
陽
悟
崎
御
劉
耐

階
悟
隆
博
慟
劉
割
朝
劉
劉
調

ｑヽ

ヨ
〉
と

メ

ノ

マ
エ

階
踪
悟
腸
に
悟
怖
げ
卜
朽
ッ
ァ
リ
テ
ィ
ー
「刻
割
削
引
副引
刊
・，
５４‐

格
摩
悟
悟
博
働
円
‐
四
十

劃
割
到
列
割
到

４５
‐

と
空
間
性
／
村
田
美
穂
子

３９

＝
―コ
ト
肝
レ
レ
ト
肝
膨
降
妨

意
味
／
樟
一
均
引

２６‐

形
成
と
言
語
／
天
野

清

１０

催

ぽ

隠

に

ｌｌ十

円

日

＝

ヨ

列

綱

劉

／
荒
川
清
秀
　
３２

表
現
／
方

美
麗

打

＝
鈍
機
翁
冒
険
語
／
谷
沢
ぷ
一

本

。
人

・
出
版
社
＝
沙
羅
書
房
刊
　
石
田
渡
郷

敏
著
『森
島
外
と
そ
の
文
学
へ
の
道
標
』／
大
塚
実
保

近
藤
典
彦
著
〓
一
握
の
砂
』
の
研
究
』／
平
翔
伎
夫

米
田
利
昭
著
「賢
治
と
啄
木
」
／
遊
座
昭
吾

新
刊
紹
介

林
　
大
（は
や
し
　
お
お
き
）先
生
を
い
た
む
／
宮
島
達
夫

イ

ン
ド

不ヽ
シ

ア

タ
イ
語

の
指

示
詞

「ｚ
【阜

ｚ
ト
ニ
ヨ
ｏ
Ｏ
こ
を
遮
つ
て
／

パ
ド
ウ
ン
パ
ツ
タ
ノ
ー
ド！
封
「
コ
糾
引

中

の
指
示
語
か
ら

日
本
語
と
の
対
照
を
か
ね
て
／
廃
　

密

の
空

間

表

現
　
宮
古
多
良
間
方
言
の
「空
間
格
」
／

下
地
賀
代
子

ト
ル
コ
諸
語
の
指
示
語
／
竹
内
利
夫

現
代
日
本
語
の
コ
ツ
ア
研
究
の
た
め
に
／
根
岸
王
紀

指
示
の
結
相

に
お
け
る
指
示
語
の
射
程

一不
語

／
／
日
尻
英

エ
　
　

ア

フ

マ
ッ
ド

・
グ

ヒ
デ

イ

１１
　
失
禁

・
大
優
秘
結

・
夢
精
／
杉
本
つ
と
む


